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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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は
す
べ
て
２
０
２
３
年
度
会
計
か
ら
の

繰
越
金
（
２
０
２
３
年
度
会
計
の
閉
鎖
後
、

残
さ
れ
た
余
剰
金
）
が
充
て
ら
れ
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
規
模
は
一
般
会
計
予

算
（
８
兆
４
９
０
７
億
円
）
の
わ
ず
か
０
・

４
％
に
過
ぎ
ず
、
２
兆
２
５
９
２
億
円

（
減
債
基
金
を
除
く
）
も
あ
る
た
め
込
み

＝
基
金
は
１
円
も
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
「
ケ
チ
ケ
チ
予
算
」
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
内
容
上
も
１
５
０
億
円

を
計
上
、
小
池
都
知
事
が
自
賛
し
て
い

い
る
「
暮
ら
し
向
き
向
上
緊
急
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
は
ス
マ
ホ
な
ど
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

の
利
用
者
が
対
象
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
使
え
な
い

高
齢
者
や
低
所
得
者
な
ど
現
金
支
払
い

が
日
常
の
都
民
の
応
援
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
さ
な
商
店
な
ど
で
は
数
％
も

の
決
済
手
数
料
が
大
き
な
負
担
と
な
る

な
ど
、
到
底
、
都
民
の
た
め
の
物
価
高
騰

対
策
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
小
池
知
事
が
所
信
表

明
で
、
全
国
知
事
会
で
論

争
と
な
っ
た
人
口
減
少

問
題
に
触
れ
、
地
方
の
知

事
を
批
判
し
た
。
大
き

な
国
家
観
戦
略
も
な
く

人
口
減
少
を
東
京
一
極

集
中
と
結
び
つ
け
、
国
内

で
パ
イ
を
奪
い
合
う
短
絡
的
な
発
想

は
日
本
を
衰
退
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。

地
方
の
知
事
か
ら
は
、
か
ね
て
持
つ

東
京
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
を
求
め

る
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
て
い
た
▼

こ
の
議
論
、
政
治
論
で
地
方
税
税
源

偏
在
を
め
ぐ
る
総
務
省
O
B
知
事
と
、

首
都
東
京
小
池
知
事
の
論
争
と
み
る

向
き
も
あ
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

政
治
、
経
済
、
文
化
、
情
報
の
中
枢

機
能
が
集
中
す
る
東
京
の
大
国
意
識

で
、
地
方
を
睥
睨
、
驕
る
小
池
知
事

へ
の
不
信
と
反
感
が
あ
る
か
ら
だ
▼

首
都
の
定
義
は
な
い
と
さ
れ
る
。
だ

が
東
京
に
は
都
制
度
が
存
在
す
る
。

1
9
4
3
年
7
月
、
帝
都
た
る
東
京

に
国
家
的
性
格
に
適
応
す
る
体
制
を

確
立
す
る
と
し
て
、
東
京
市
を
廃
止

し
東
京
府
と
合
体
す
る
東
京
都
制
が

施
行
さ
れ
た
。
戦
時
下
の
首
都
防
衛

の
た
め
だ
が
そ
れ
は
今
に
続
き
、
し

き
り
に
小
池
知
事
が
強
調
す
る
「
首

都
防
衛
」
に
重
な
る
▼
小
池
知
事
は

論
争
後
の
会
見
で
「
あ
そ
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
色
合

い
だ
」
と
述
べ
た
。
そ
こ
に
は
主
権

者
か
ら
選
任
さ
れ
た
4
6
道
府
県
の

知
事
へ
の
敬
意
は
な
い
。
だ
が
都
知

事
の
権
力
は
本
来
主
権
者
の
も
の
。

都
民
の
責
任
は
重
い
の
だ
（
駒
）

開会 12月３日(火)～

閉会　　1８日(水)予定

１２月２日(月) １７：００～
　　　新宿駅西口

開会前宣伝行動

市民と野党の共闘ネットワーク ９・２６集会

９月２６日、先の都知事選挙で蓮舫候補を先頭に市民と野党の共闘による都政転換

をめざして奮闘した「２０２４都知事選挙　市民と野党の共闘ネットワーク」の主

催で、「都知事選をふりかえり、都政転換をめざす新たなたたかいを！９・２６集会」

が開催され、都知事選挙の総括と新たなたたかいの意思統一をおこないました

け
た
と
り
く
み
を
は
じ
め
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
、
障
害

者
な
ど
の
団
体
、
横
田
基
地
・
オ
ス
プ

レ
ー
、
特
定
整
備
路
線
・
赤
羽
駅
北
口
再

開
発
、
神
宮
外
苑
再
開
発
な
ど
各
分
野

か
ら
の
小
池
都
政
告
発
の
発
言
や
「
学
校

給
食
を
求
め
て
運
動
し
、
都
知
事
選
挙

声
明
で
た
た
か
っ
た
こ
と
で
都
が
無
償

化
に
踏
み
だ
し
た
」
の
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
集
会
は
最
後
に
「
こ
の
都
知
事
選
挙
の

経
験
を
真
の
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
発

展
さ
せ
、
都
民
の
声
が
届
く
、
都
政
実
現

の
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
よ
う
」
と
の
行

動
提
起
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　
永
山
利
和
元
日
大
教
授
、
五
十
嵐
仁

法
政
大
学
名
誉
教
授
が
開
会
・
閉
会
挨
拶

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

市民と野党の共闘のたたかいの恒常化を

　
集
会
は
、「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
都

政
転
換
」
を
め
ざ
す
呼
び
か
け
人
会
議
の

呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
都

知
事
選
の
た
た
か
い
を
通
し
て
広
が
っ

た
市
民
と
野
党
の
幅
広
い
共
闘
を
ふ
り

か
え
り
総
括
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

次
期
都
知
事
選
を
め
ざ
し
て
、
財
界

フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
小
池
都

政
の
転
換
、
都
民
要
求
実
現
に
向
け
た

新
た
な
た
た
か
い
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
、
選
挙
中
、
選
挙
後
に
展
開
さ
れ
た

卑
劣
な
蓮
舫
バ
ッ
シ
ン
グ
を
許
さ
ず
、

民
主
主
義
を
ま
も
る
た
た
か
い
を
す
す

め
る
こ
と
を
意
思
統
一
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た

呼
び
か
け
人
会
議
共
同
代
表
の
浜
矩
子

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
は
「
都
知
事
選
挙

そ
の
も
の
に
は
勝
利
で
き
な
か
っ
た
が
、

市
民
と
野
党
の
主
張
を
都
政
に
反
映
さ

せ
る
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
希
望
。
そ

の
う
え
で
た
た
か
う
相
手
陣
営
の
状
況

を
徹
底
的
に
視
察
・
分
析
し
、
熟
知
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
は
「
市
民
と
立
憲

野
党
の
共
闘
の
話
し
合
い
で
候
補
者
を

決
め
た
の
は
画
期
的
。
３
０
の
小
選
挙

区
で
地
域
選
対
が
つ
く
ら
れ
、
市
民
の

「
１
人
街
宣
」
が
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
も
今

後
に
生
き
る
」
と
都
知
事
選
挙
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
蓮
舫
氏

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
左
枠
）

が
紹
介
さ
れ
お
お
き
な
拍
手
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。

　
報
告
に
立
っ
た
呼
び
か
け
人
会
議
の

中
山
伸
氏
は
冒
頭
、
都
知
事
選
挙
か
ら

３
ヶ
月
近
く
経
っ
た
が
、
私
た
ち
の
な

か
に
は
た
た
か
い
の
熱
い
息
吹
が
み
な

ぎ
っ
て
い
る
、
新
た
な
た
た
か
い
へ
の

決
意
が
広
が
っ
て
い
る
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
今
回
の
選
挙
が
、「
自
民
党
政
治

に
追
随
し
、
東
京
大
改
造
の
名
の
下
に

財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
都

政
を
推
進
し
て
き
た
小
池
都
政
に
対
す

る
不
満
・
批
判
が
底
流
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
切
実
な
都
民
要
求
が
渦
巻
く
な
か

で
の
選
挙
戦
と
な
り
、
小
池
自
民
党
都

政
の
８
年
を
検
証
し
、
厳
し
い
審
判
を

下
す
こ
と
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
る
選
挙
」

と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
。

　
自
民
党
の
ス
テ
ル
ス
（
隠
密
）
作
戦
に

よ
る
小
池
都
知
事
支
援
、
都
民
を
前
に

し
た
蓮
舫
候
補
と
の
論
戦
を
回
避
し
た

小
池
都
知
事
の
動
き
、
財
界
、
自
民
、
公

明
、
維
新
、
さ
ら
に
統
一
協
会
に
よ
る
自

民
党
別
働
隊
と
し
て
の
石
丸
候
補
の
役

割
な
ど
異
常
な
今
回
の
都
知
事
選
挙
の

背
景
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
中
山
氏
は
「
市
民
が
１
人
街

第３回

定例会

　
７
月
の
都
知
事
選
挙
後
は
じ
め
て
の

都
議
会
定
例
会
（
９
・
　
～
　
・
４
）
が

19

１０

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
都
知
事
選
挙
で
は

財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
小

池
都
政
８
年
の
都
政
運
営
が
厳
し
く
問

わ
れ
ま
し
た
が
、
小
池
都
知
事
は
所
信
表

明
の
冒
頭
、
石
原
都
政
以
来
の
東
京
大
改

造
に
よ
る
「
世
界
で
一
番
の
都
市
」
の
推

進
を
一
番
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、
日
本

の
政
治
・
経
済
・
文
化
、
都
民
の
生
活
と

環
境
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の

も
の
と
し
て
国
や
全
国
知
事
会
な
ど
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
東
京
一
極
集
中
の

是
正
に
つ
い
て
真
っ
向
か
ら
否
定
。
開

発
優
先
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
池
都
知
事
は
「
物
価
高
騰
の

長
期
化
に
苦
し
む
都
民
・
事
業
者
へ
の
支

援
」
な
ど
を
柱
と
し
た
３
７
７
億
円
の
補

正
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
そ
の
財
源

宣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
民
主
主
義
の
底
力
を
示
し
た
。
真

の
共
闘
実
現
へ
の
課
題
も
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
こ
の
た
た
か
い
は
今
後
の
都
政

転
換
と
新
し
い
政
治
を
切
り
ひ
ら
く
力

と
な
る
」
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
め
ざ
す

「
フ
ェ
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
」
西
山
ち
え
子
氏
は

選
挙
中
、
選
挙
後
の
蓮
舫
バ
ッ
シ
ン
グ

に
つ
い
て
、
蓮
舫
バ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
る

と
と
も
に
市
民
と
野
党
の
共
闘
へ
の

バ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
。

バ
ッ
シ
ン
グ
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
発
言
交
流
で
は
、
衆
議
院
選
挙
小
選

挙
区
の
市
民
連
合
と
し
て
江
東
市
民
連

合
や
市
民
連
合
町
田
が
選
挙
後
も
い
ち

早
く
総
括
を
お
こ
な
い
次
の
選
挙
に
む

都議会第４回定例会

都
民
置
き
去
り
の
補
正
予
算

　この夏、暑い暑い日々にも関わらす
多くの方々にエールをいいただき、１
人スタンディングという新しい民主
主義が生まれたことに心から感謝し
ています。
　お一人お一人の声と行動にどれほ
ど励まされたことか。
　心から感謝しかありません。
　政治は政治家が作るものではなく、
市民が生みだすものだと確信してい
ます。
　これからも、私たちがつくっていき
たい東京の未来像が実現するよう、共
に努力を重ねていきたいと思います。
　誠にありがとうございました。
　　　　　　　　令和６年９月吉日
　　　　　　　　　　　　　　蓮舫

財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
都
政

ケ
チ
ケ
チ
補
正
予
算
に
広
が
る
批
判
の
声
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 東
京
都
の
職
員
は
こ
の
４
０
年
間
で

半
分
に
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
都
の
職
員

定
数
の
推
移
」
を
見
る
と
１
９
７
９
年
度

に
２
２
万
３
千
人
で
あ
っ
た
職
員
数
は
、

２
０
０
６
年
度
に
は
１
６
万
５
千
人
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。
知
事
部
局
の
職
員

数
は
５
万
５
千
人
か
ら
、
２
万
５
千
人
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
東
京
都
の
人
口
は
、
１
９
７
９

年
時
点
は
１
１
６
３
万
人
で
し
た
が
、
２

０
２
４
年
１
月
の
人
口
は
１
４
１
０
万

人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
人
口
に
対
し

て
公
務
員
は
反
比
例
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
人
件
費
を
見
る
と
２
０

０
８
年
度
の
１
兆
５
７
５
５
億
円
か
ら

２
０
１
３
年
に
は
１
兆
４
４
５
４
億
円

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度

１
兆
５
４
１
８
億
円
で
す
が
、
２
０
０
８

年
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。
都

の
給
与
水
準
は
１
２
年
前
よ
り
も
低
い

の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
歳
入
（
合
計
）
に
占
め
る
で

人
件
費
の
割
合
で
は
、
２
０
１
０
年
度
の

２
５
％
が
最
大
で
、
２
０
２
１
年
度
は
１

５
％
、
２
０
２
２
年
度
は
１
６
％
ま
で
低

下
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
給
与
が
上
が
ら
な
い
一
方
、
社

会
保
険
料
の
増
加
や
物
価
上
昇
が
つ
づ

き
、
可
処
分
所
得
は
下
が
り
つ
づ
け
て
い

い
ま
す
。

　
東
京
都
の
２
０
２
４
年
度
予
算
は
８
・

４
兆
円
と
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た

が
、
東
京
都
は
２
０
２
４
年
度
予
算
の
説

明
で
、
人
員
定
数
に
つ
い
て
は
「
内
部
努

力
」
で
「
削
減
」
し
た
と
説
明
。
小
池
都

知
事
は
職
員
を
増
や
す
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
事
業
拡
大
で
業
務
を
増
や
し

て
お
き
な
が
ら
、
人
員
も
賃
金
も
増
や
さ

な
い
、
こ
れ
が
小
池
都
政
の
一
貫
し
た
姿

勢
で
す
。
こ
う
し
て
東
京
都
は
人
件
費

を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
金
融
資
産
を
増
や

し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
の
定
数
削
減
と
人
件
費

抑
制
は
、
区
市
町
村
に
も
影
響
し
て
い
ま

す
。
２
３
区
の
正
規
職
員
は
、
２
０
０
７

年
時
点
で
は
６
・
５
万
人
で
し
た
が
、
毎

年
減
少
を
す
す
め
る
な
か
で
２
０
１
４

年
に
は
６
万
人
台
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
か
ら
増
加
傾
向
に
入

る
も
の
の
、
職
員
の
欠
員
は
埋
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
の
一
方
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
２
０
０
７
年
か
ら
約
１
万
人
増
の
３
・

８
万
人
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
時
点
で
２
３
区
の
非
正
規
公
務
員

比
率
は
３
６
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
多
摩
地
域
の
２
６
市
は
さ
ら
に

深
刻
で
す
。
２
０
１
７
年
は
正
規
職
員

が
２
・
４
万
人
で
し
た
が
、
２
０
２
１
年

は
約
５
千
人
減
の
２
・
１
万
人
で
す
。
会

計
年
度
任
用
職
員
は
１
千
人
増
で
２
・
１

万
人
と
正
規
と
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

　
多
摩
地
域
は
、
職
員
の
過
半
数
が
会
計

年
度
任
用
職
員
の
自
治
体
が
増
え
て
お

り
、
非
正
規
公
務
員
な
し
に
は
公
務
の
運

営
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
東
京
都

の
役
割
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い

る
も
と
で
、
人
員
増
を
求
め
、
職
場
環
境

を
整
備
し
職
員
が
安
心
・
安
全
に
働
け
る

職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　
７
月
の
都
知
事
選
挙
で
は
、
公
営

掲
示
板
の
枠
の
売
買
、
動
画
宣
伝
の

政
見
放
送
、
候
補
者
の
街
頭
演
説
へ

の
妨
害
な
ど
そ
れ
ま
で
の
選
挙
に
お

い
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

副
産
物
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
異
常
な

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
u
b
e
や
「
Ｘ
」、

「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
」
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

多
用
し
た
選
挙
戦
も
か
つ
て
な
い
規

模
で
お
こ
な
わ
れ
、
石
丸
候
補
の
高

得
票
の
要
因
と
し
て
注
目
を
あ
つ
め

て
い
ま
す
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
石
丸
候
補
は
都

知
事
選
挙
の
数
ヶ
月
前
か
ら
若
者
を

中
心
に
認
知
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

て
お
り
、
実
際
に
、
石
丸
候
補
の
広

島
県
安
芸
高
田
市
長
当
時
の
市
の
公

式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

登
録
者
数
は
約
２
７
万
人
、
自
身
の

「
Ｘ
」
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
４
０

万
人
に
達
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
８
月
に
石
丸
市
長

が
市
の
議
員
や
「
居
眠
り
議
員
」
問

題
を
取
材
す
る
マ
ス
コ
ミ
記
者
を
罵

倒
す
る
映
像
が
大
バ
ズ
リ
し
、
そ
の

後
、
切
り
抜
き
画
像
制
作
者
が
石
丸

市
長
の
罵
倒
場
面
の
み
を
き
り
抜
い

た
「
切
り
抜
き
画
像
」
を
拡
散
。
中

に
は
１
０
０
０
万
回
も
再
生
さ
れ
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た

石
丸
候
補
の
動
画
を
投
稿
す
る
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
u
b
e
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
少
な

く
と
も
1
6
も
あ
り
、
す
べ
て
を
合

わ
せ
た
再
生
回
数
は
1
億
5
0
0
0

万
回
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
選
挙
直
前
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
「
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
２
０
２
４
」

で
の
「
東
京
を
か
え
て
、
日
本
を
変

え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
映

像
が
、
石
丸
候
補
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ

〈
 都
知
事
選
挙
で
問
わ
れ
た
も
の
 〉

都 民 不 在 の 小 池 都 政 告 発 ！

事業拡大で業務を増やしておきながら、

人員も賃金も増やさない小池都政

東
京
教
育
連
絡
会
・
元
中
学
校
教
員
　
糀
谷
陽
子

 　革新都政をつくる会は都議会第３回定例会

開会日の前日の９月１７日、７月の都知事選挙

後、はじめての定例会前宣伝をＪＲ新宿駅西

口でおこないました。訴えに駆けつけた日本

共産党あぜ上美和子都議会議員は、都知事選

挙で明らかとなった小池都知事の都民不在の

都政運営をきびしく批判しました。

都議会定例会開会前宣伝行動

ど
の
子
も
大
切
に
す
る
教
育
を

「
小
規
模
で
い
い
じ
ゃ
な
い
！
」

7
校
の

都
立
夜
間
定
時
制
の

存
続
を
！

小
規
模
だ
か
ら
よ
い
の
で
す
。
学
校

じ
ゅ
う
の
生
徒
と
先
生
、
み
ん
な
が
知
り

合
い
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
そ
の
場
で

聞
い
て
解
決
で
き
ま
す
。「
困
難
を
抱
え

る
生
徒
の
受
入
環
境
を
充
実
」
さ
せ
る
の

で
あ
れ
ば
、
夜
間
定
時
制
を
増
や
す
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
減
ら
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
遠
く
の
学
校
ま
で
通
う
こ
と
が

困
難
な
子
も
い
る
の
で
、
身
近
な
と
こ
ろ

に
あ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
れ
に
、
工

科
や
商
業
科
の
定
時
制
は
た
だ
で
さ
え

少
な
い
の
に
、
3
校
も
減
ら
し
て
し
ま
っ

た
ら
ど
こ
に
行
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
？

　
9
月
2
5
日
、
7
校
の
存
続
を
求
め
て

緊
急
に
取
り
組
ん
だ
ネ
ッ
ト
署
名
約
7

千
筆
を
含
め
て
2
万
2
千
筆
の
署
名
を

提
出
し
、
都
教
委
に
要
請
し
ま
し
た
。
台

東
、
葛
飾
の
区
議
会
に
も
夜
間
定
時
制
存

続
を
求
め
る
陳
情
や
請
願
が
出
さ
れ
、
1

0
月
5
日
に
は
存
続
を
求
め
る
緊
急
集

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
東
京
の
教
育
政
策
の
最
大
の
問
題
は
、

憲
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
で
あ

る
「
ど
の
子
も
大
切
に
」
と
い
う
こ
と
が
、

き
ち
ん
と
座
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
都
は
、
夜
間
定
時
制
の
代
わ
り

に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
や
三
部
制
を

増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
夜
間
定
時

制
で
な
け
れ
ば
通
え
な
い
人
た
ち
も
い

る
の
で
す
。
7
校
を
存
続
さ
せ
、「
ど
の

子
も
大
切
に
す
る
教
育
」
の
実
現
め
ざ
し

て
声
を
上
げ
、
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

視　点

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
選
挙
と
石
丸
候
補
 ②

どの子も

大切に

定時制
を守れ

東京自治労連副委員長　岩間　弘

増
え
つ
づ
け
る
非
正
規
公
務
員

突
然
、
桜
町
（
世
田
谷
区
）、
大
山
（
板

橋
区
）、
北
豊
島
工
科
（
板
橋
区
）、
蔵
前

工
科
（
台
東
区
）、
葛
飾
商
業
（
葛
飾
区
）

を
加
え
た
計
7
校
の
募
集
停
止
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
都
立
高
校
に
お

け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

（
案
）」
の
一
環
で
す
。「
困
難
を
抱
え
る

生
徒
の
受
入
環
境
の
充
実
」
と
い
う
項
目

の
中
に
、
学
校
が
小
規
模
化
す
る
と
「
特

別
活
動
が
低
調
に
な
り
、
集
団
活
動
を

通
し
た
教
育
効
果
が
十
分
に
得
ら
れ
な

い
」
の
で
、
一
部
の
夜
間
定
時
制
課
程
を

募
集
停
止
に
し
、「
生
徒
を
適
切
な
環
境

の
学
校
で
受
け
入
れ
て
」
い
く
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　「
ハ
テ
？
」
が
一
杯
で
す
。
私
が
送
り

出
し
た
生
徒
に
聞
い
て
も
、
定
時
制
は

　
以
前
、
東
京
に
は
1
0
8
の
夜
間
定
時

制
高
校
が
あ
り
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら

学
ぶ
青
年
だ
け
で
な
く
、
全
日
制
が
不
合

格
だ
っ
た
子
、
不
登
校
を
し
て
い
た
子
、

高
校
を
中
退
し
た
子
、
学
ぶ
機
会
の
な

か
っ
た
高
齢
者
、
外
国
に
つ
な
が
る
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
交
流
で
き
、
少
人

数
で
ゆ
っ
く
り
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
場
で
す
。
1
9
9
0
年
代
の
「
都
立

高
校
長
期
構
想
計
画
」
で
そ
れ
が
半
分
に

減
ら
さ
れ
た
後
、
2
0
1
5
年
に
さ
ら
に

4
校
の
閉
課
程
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

存
続
を
求
め
る
関
係
者
の
運
動
が
広
が

り
、
立
川
（
立
川
市
）
と
小
山
台
（
品
川

区
）
の
募
集
停
止
は
強
行
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
8
月
の
都
教
育
委
員
会
で

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉
前
月
号
「
視
点
」

（
誤
）
石
丸
伸
治
（
正
）
石
丸
伸
二

イ
ト
「
Ｘ
」
で
４
０
０
０
万
回
を
超

え
て
閲
覧
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
安
野
貴
博
、
ひ
ま
そ
ら
あ

か
ね
候
補
も
ネ
ッ
ト
選
挙
を
展
開
し

ま
し
た
が
石
丸
候
補
の
よ
う
な
大
量

得
票
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

  何
が
違
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
１
に
財
界
主
導
の
徹
底
し
た
組

織
戦
（
前
号
「
視
点
」）
を
指
摘
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
２
に
石
丸

候
補
の
「
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
」（
注
１
）、
石
丸
候
補
に
群
が
っ

た
「
切
り
取
り
動
画
（
注
２
）」、
ネ
ッ

ト
で
の
類
似
動
画
の
自
動
表
示
、、

配
信
収
入
目
的
の
「
動
画
サ
イ
ト
」

の
異
様
な
動
き
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
実
際
に
石
丸
候
補
は
安
芸
高
田
市

長
時
代
か
ら
強
烈
で
打
撃
的
な
ワ
ン

フ
レ
ー
ズ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
常
套
手

段
と
し
て
使
い
、
彼
に
群
が
っ
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
た
ち
が
こ
の
ワ
ン

フ
レ
ー
ズ
を
字
幕
化
し
た
「
切
り
取

り
画
像
」
と
し
て
拡
散
、
さ
ら
に
サ

イ
ト
の
閲
覧
で
次
々
と
類
似
動
画
が

表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、

石
丸
候
補
の
周
り
に
エ
コ
チ
ェ
ン

バ
ー
（
自
分
と
似
た
意
見
や
思
想
を

持
っ
た
人
々
の
集
ま
る
空
間
）
や

フ
ァ
ン
ダ
ム
（
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
集

団
）
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　
石
丸
陣
営
が
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
企
業
を
通
じ
て
報
酬
5
～
1
0
万

円
の
動
画
編
集
・
投
稿
者
を
募
集
し

て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
大
き
な
課

題
と
し
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
小
泉
首
相
が
得
意
と
し
た
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
短
い
フ
レ
ー
ズ
の
言
葉
。（
注

２
）
攻
撃
的
な
部
分
を
切
り
抜
い
た
動
画
。
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